　グループホームゆりはま運営推進会議　報告書　
	事業所名
	認知症対応型共同生活介護 グループホーム ゆりはま

	開 催 日
	令和7年3月26日（水）14:00～14:30（令和６年度 第6回）

	開催場所
	グループホーム　ゆりはま

	出 席 者
	構　成　区　分
	人数
	構　成　区　分
	人数

	
	地域住民の代表
	2名
	
	

	
	地域包括支援センター
	0名
	
	

	事業所

出席者
	グループホームゆりはま 
	1名
	入居者代表
	1名

	
	事務局
	2名
	入居者家族
	１名

	欠席者
	2名


【グループホーム　状況報告】令和7年1月2１日～令和7年3月20日）
	利用者の状況
	入 居 者
	１7名　（定員：１８名）

	
	年  　齢
	８2歳～１０5歳　（平均年齢：88.5歳）

	
	介護度別
	要介護１
	要介護２
	要介護３
	要介護４
	要介護５
	平均介護度

	
	
	8名
	7名
	1名
	1名
	0名
	1.9

	入退居の状況
	新規利用者
	1名

	
	退  居  者
	2名


平均ご利用期間　約2年0ヶ月　　待機者（23名）
【行事関連報告】令和7年1月2１日～令和7年3月20日）
	月日
	活動名
	内容
	参加者

	2月23日
	節分行事
	季節感を感じて頂く。
午後から豆まきを行い鬼を退治し邪気を払う。
	利用者18名

	2月17日
	読み聞かせボランティア
	
	利用者18名

	3月2日
	ひなまつり行事
	ひなまつりをイメージしたお菓子作りをとおして利用者同士の交流をはかり春の楽しみ季節を感じて頂く。
	利用者17名

	１年間
	牛乳パックリサイクル活動
	施設で出る牛乳パックを貯め、リサイクルセンターへ持っていき、トイレットペーパーと交換してもらう。SDGsの一環で実施した。
	職員


※個人で、家族様と一緒に外出・外食・外泊もされています。また、近くにコンビニができ
たことで、買い物支援にも繋げています。
【研修】（令和7年1月2１日～令和7年3月20日）
	研修名
	目　　的
	備考

	災害時の食事の準備について実践
	災害時に非常食を取り扱える体制を作っておく
	職員1名

	コンプライアンス研修
	コンプライアンス（倫理法令遵守）について学び、
社内規定・個人情報保護などを実践できるようにする。
	全職員対象

	認知症重度化予防実践塾
	新たなステージに入った認知症医療～疾患修飾薬から予防、ケアまで
	職員2名


5．事故報告関係（令和7年1月2１日～令和7年3月20日）　事故7件
	発生月
	件数
	介護度
	年齢
	発生時間
	内容
	対策

	1月
	1件
	1
	89
	23：50
	昨日処方された臨時薬の確認していると1/21の朝食後に服用する薬が残っているのを発見する。介護職員が薬をセットする際に入れ忘れていた。
	薬の変更内容を把握し、必ず薬情を確認しながらセットを行い、ダブルチェックする。再発していない。

	3月
	
	4
	83
	18：50
	居室より「ドン」という物音あり。訪室し様子確認すると、ベッド脇の床に左手をついて長座位になって認知症の進行や薬の変更により行動活発になっていたため、立ち上がりの際にふらつき、転倒した可能性あり。状態を観察しながら、見守り行う。
居室内での行動を予測し、環境整備行う。座っている。少し離れた場所に掛布団も落ちている。興奮されていた為ホールに案内し様子観察行う。
	2/17～薬変更により、薬の副作用にて興奮状態が続いていた。3/4に医療機関受診し、現状の様子伝え、薬の調整を行った。
大声があり眠気が見られる時はホールで様子みる。
落ち着きない状態が続き転倒リスクがある為、家族様に説明しておく。3/20時点で、処方内容の変更を行ったことで、落ち着いて過ごされるようになっている。

	
	
	2
	90
	19：45
	大声の独語がある為、居室にて昼食介助行い下膳の為退室している間に大きな音がする。訪室すると椅子と一緒に右側臥位で床に転倒しているのを発見する。

	認知症の進行や薬の変更により行動活発になっていたため、立ち上がりの際にふらつき、転倒した可能性あり。状態を観察しながら、見守り行う。
居室内での行動を予測し、環境整備行う。

	
	
	2
	90
	19：45
	居室より「助けて」と声があり訪室すると、車椅子のそばで座りこんでいるのを発見する。食事を食べに出ようと思った。
	ひとりで車椅子に乗れると思っていたのではないか。
訴え時は常にナースコールを押されていたが今回は使用されなかった。
訴え時は必ずナースコールを使用して頂く。退出する際はナースコールの位置（手の届く場所に）も確認する。人感センサーを設置する。以降、再発していない。

	
	
	1
	89
	4：40
	居室よりドスンと音がする。訪室するとベッド下の床にタンスを背にして座り込んでいるのを発見する。
	普段から臥床時は右側臥位でベッドから足が落ちている。ベッドの端の方で休まれている為、真ん中のほうへ移動してもらうよう声掛けする。
布団が落ちないように工夫する。
居室環境の見直しを図る。タンスの位置調整行う。
以降、再発していない。

	
	
	2
	105
	19：10
	ガタンと物音が聞こえたため訪室する。本人がベット下の床に両足をまげた姿勢で座っている、くつは脱げた状態で片手に携帯電話を持っている携帯電話の充電をしたかったと言われる。
	本人へ携帯の充電がしたいときにはナースコールを押してもらうように伝える
夕方に携帯の電池を確認し少なければ充電する

	
	
	1
	85
	5：50
	「ドン」と物音あり各居室の巡回行う。全居室を見回り、本人の居室を訪室すると、トイレに座っており話を聞くと「さっきこけたです」と言われる。
トイレに行こうと起きた際足がもつれた。
	居室訪室時居室入口付近に靴が片方だけ落ちており、靴がうまく履けていなかった可能性あり。身体機能も高く転倒リスク少ない方のため、リハビリに動作の評価をしてもらい転倒リスクの検討を行う。


【感染症発生状況】
・コロナウィルスの診断…利用者1名
※3/20現在、感染症は発生していない。
【苦情・意見・要望について】
・お褒めの言葉
	誰が
	受付方法
	内容

	利用者家族
	口頭
	松井眼科受診後松井先生より受診連絡表をみられ、「ここはいい施設だね。うちのおばあちゃんもここに入れたいね」と話されたと聞く。
ご家族へ感謝の言葉を伝え、家族様のおかげですと伝える。


・ご意見、要望
	誰が
	受付方法
	内容

	なし
	
	


【その他】
・実地指導について
2/12に湯梨浜町長寿福祉課による実地指導を実施し、改善報告を要する指導内容はありませんでした。ただ、苦情解決・虐待防止責任者や受付担当者について、明記はしてあるが、理解できていない部分もあった為、自覚を持って対応していきたいと思います。

・消火栓について
ゆりはま施設駐車場入口に消火栓が設置してあるが、火災が発生した場合、使用しても良いのか？使用方法についても理解しておきたい。
⇒レークサイド区長より、使用方法は知っておかないといけない事なので、建設水道課へ届出をすれば、火災発生時じゃなくても使用可能との事。もし、そのような機会があれば、地域住民も一緒に参加出来たら、参加させていただきたい。また、10月くらいに、レークサイド地区でも消火栓の使用方法について講習会を行おうかと考えているので、施設の方も参加して頂いたらとの事。
・夜間火災発生について
夜間の火災発生の際、利用者を屋外に避難するが、避難した利用者の見守りをしてくれる方がいない。夜間となると各施設の職員も人員がかなり少ないので、応援に駆けつけることができない。レークサイド地区の住民の方に、見守り支援者として来ていただけないでしょうか？もし応援が可能であれば、ゆりはまの夜間想定の火災避難訓練の際に、数名で良いので、一緒に参加して頂きたい。
⇒火災訓練の日時を2ヶ月くらい前に教えてもらえたら、参加できると思います。あと、実際に火災となったら、応援に駆けつけてくれる方は居ると思いますので、4月の総会の時に、話をしておきます。また、その回答については連絡しますとの事。
【会議での質問・意見など】
	質問・意見
	回答

	牛乳パック集めはいつから？
	今年度より集めている。
今年度はトイレットペーパー6０個と交換できた。　　　今後も引き続き実施していく。

	研修として災害時研修あり実際起きた時の備蓄品はどれだけあるか？
	3日分備蓄している（ソフト食等もあり）

	水害災害時の対応は？町の防災マップを掲示しておいたらいいのでは？
	職員が用水路確認し、危険があれば早めにサンテリオン東郷に避難する。防災マップは今後掲示を検討していく。　　

	リハビリの言葉ありますが、全員がリハビリの評価をしてもらっているのか？
	3か月に1回、ＰＴにリハビリ評価をしてもらい日々生活の中でリハビリを個別で行っている。

	防犯灯の設置について
	今年度は費用がかかるとのことで今年度の設置は延期する。


次回：令和7年度　第1回運営推進会議予定　令和7年5月28日（水）14：00～14：30
